
 

 

 

 

 

 

新宿区 ゼロカーボンシティ表明 

 

近年、全国各地で地球温暖化の影響と考えられる記録的 

な猛暑や台風の巨大化等による災害が多発しており、私た 

ちの生活基盤を揺るがす事態となっています。 

 

２０１８年に公表されたＩＰＣＣ（国連の気候変動に関

する政府間パネル）の特別報告書では、「気温上昇を２度よ

りリスクの低い１.５度に抑えるためには、２０５０年まで

にＣＯ２の実質排出量をゼロにすることが必要」とされてい

ます。  

 

 我が国においても、令和２年１０月の内閣総理大臣所信 

表明で「２０５０年温室効果ガス排出実質ゼロ」が宣言さ 

れました。 

   

 こうした状況にあって、区が率先して地球温暖化対策の 

更なる推進に向けた決意を示すことで、区内におけるＣＯ２

排出削減をより一層促進させていくとともに、国が目指す

「経済と環境の好循環」にもつなげていく必要があります。 

 

区は、区民・事業者等と一体となって連携・協力しなが

ら、２０５０年までに区のＣＯ２排出量実質ゼロを目指す

「ゼロカーボンシティ」実現に向けて取り組むことを、こ

こに広く表明します。 

 

                  令和３年６月５日 

新宿区長  吉住 健一 

（案） 


